The Urinary Excretion of Furadantin Enteric Coated Tablet and Experiences in Treatment of Urinary Tract Infections by 南, 武 et al.
Title Furadantin腸溶錠の尿中排泄と使用経験
Author(s)南, 武; 小柴, 健; 田口, 陽世; 三木, 誠










Furadantin腸溶錠 の尿 中排泄 と使用経験
東京慈恵会医科大学泌尿器科教室(主任 南 武教授)
教 授 南 武
小 柴 健
田 口 陽 世
三 木 誠
  The Urinary Excretion of Furadantin Enteric Coated Tablet and 
       Experiences in Treatment of Urinary Tract Infections 
    Takeshi MINAMI, M. D., Ken  KOSHIBA, M. D., Akiyo TAGUCHI, M. D. 
                       and Makoto  Mixt, M. D. 
 From  the  Department of Urology, Tokyo Jikei University School  of  Medicine 
                        (Director  . Prof. T. Minami, M. D.) 
   The urinary excretion of Furadantin following the oral administration of enteric coated 
tablet 100 mg was determined by bacteriological assay and the result was conpaired with 
those of the uncoated tablets 100 mg, 150 mg and 200 mg. The excretion of Furadantin 
enteric coated tablet into the urine was apparently slower than those of the uncoated tablets 
but reached to sufficiently high level in one hour and kept the effective level for eight  hours. 
   Twenty-five patients with various urinary tract infections were treated with Furadantin 
enteric coated tablet 100 mg q.i.d. for seven days in average. Bacteriological and clinical 
cure were obtained in 3 patients, improvement in 12 patients and no improvement in 10 
patients. 
   Mild gastric discomfort and anorexia were observed in 3 of 25 patients during the treat-
ment with Furadantin enteric coated tablet. But the reactions were apparently milder than 
those of the uncoated tablet and none of our patients  war forced to discontinue the treatment.
1緒 言
我 々は先 に各種尿路感染症患者47例 に 対 し
Furadantin錠(uncoatedtablet)を使 用 し
た臨床成積 を報告 したが,今 回はFuradantin
腸溶錠 につい てその尿中排泄 濃度を測定 し,諸
種の投与量に よるFuradantin錠(uncoated
tablet)の尿中排泄状態 と比較検討 し興 味あ る
結果を得た.又,25例 の各種尿 路感染 症患者に
Furadantin腸溶錠 に よる治療 を行つたので,
その臨床成績及 び副作 用について報告 する.
皿 尿 中 排 泄
L実験方法〕我々は慈大細菌学教室の協 力を 得 て
Furadantiコの尿 中排 泄 濃 度 及 び 排 泄 量 を 細菌 学 的 測
定 法 に よ り定 量 した.
Furadantinの投与 法 は1)100mg2)150mg3)
200mg(以 上uncoatedtablet)4)「100mg(腸溶
錠)の4種 に 分 け,そ れ ぞ れ3人 又 は4人 の健康 成 人
を対 照 として,投 与 後1時 間 毎 に採 尿,8時 間 に わ た
つ て経 過 を 追 つ た.
細 菌 学 的測 定 に 際 して はEuradantinに対 して比
較 的感 受 性 の高 いEscherichiacoliのB株を使 用 し
た が,そ のinvitroで の 最 小 発 育 阻止 濃 度 は1.2
mg%で あ つ た.
〔実 験 成 績〕
A]Fロradantin(uncoatedtablet)100mg=
この 場 合 の尿 中排 泄 濃 度 の グ ラ フは 前 報 に 発 表 した
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図1Furadantin尿中 排 泄 濃 度
12345678B寺 間
A=100mg(普 通 錠)C:200mg(普 通錠)
B=150mg(普 通 錠)D:100mg(腸 溶 錠)
B]Furadantin(uncoatedtablet)150mg=
100mg投 与 の 場 合 と同 様,短 時 間 で 高 濃 度 に 達
表2150mg投 与 時尿 中排 泄 濃 度 及 び排 泄 量
健 康 成 人3例(2.5～3.1mg/kg)の平 均 値
/2345678日 毒間
A:100mg(普通 錠)C:200mg(普 通 錠)
B:150mg(普 通 錠)D:100mg(腸 溶錠)
C]Furadantin(uncoatedtabIet)200mg:
100mg,150mg,投与 の場 合 と同様,短 時 間 で高 濃
度 に 達 し,3時 間 で最 高 濃 度52.8mg%に達 す る.以
後 急 速 に 減 少す る が8時 間 目に 到 つ て も2.2mg%と
有 効 濃 度 を保 つ(図1.C)又,投 与 後8時 間 で 投
与 量 の約66%が尿 中 に排 泄 され る(図2.C)
表32eOmg投 与時尿中排泄濃度及び排泄量
健康成人3例(3.3～5.Omg/kg)の平均値
時 間 1 2 3 4 5 6 7 8一 、mg%


































線を示す しかし,4例 中1例を除 く他は全部投与後
1時間で充分な尿中有効濃度に達し,3時 間目には最







































皿 臨 床 成 績
我 々 はFuradantin腸溶錠 を用 い,諸 種 の尿 路 感
染症25例の治 療 を行 つ た.投 与法 は100mg腸 溶 錠1
錠 を1日4回,計400mgを 短 か い も ので5目,長 い
もの で17目,平 均7日 の 投 与 を行 つ た.
















































































































































































































































































































ran製剤で,短 時間で腸管 より吸収 され,摂 取
後30分で尿中 に出現 し,高 い尿 中排泄濃 度を示
し,摂 取量の440/oは8時間の うちに尿中に排泄
され る事は前報 に於て も述べ た通 りで あるが,
我 々が健康成 人4人 に 対 し てFuradantin
(uncoatedtablet)100mgを投与 した場合の
尿 中排泄濃 度を細菌学的測定 法に よ り測定 した
結果で は(図1,A)に 見 る如 く.3時 間 で 最
高濃度(平 均28、1mg%)に達 し,4時 間で投
与量の 約54%が尿 中に排泄 され,以 後の排泄 は
極 く僅 かで最小発育阻 止濃 度 に達 しなかつた.
我 々の 用いたFuradantin投与法は100mg錠
を1日4回,即 ち6時 間毎の投与 であるが,こ
の際 にはFuradantinが一応invitroで の
有効濃 度を保つ のは,は じめの4時 間 に す ぎ
ず,次 回投与 までの間 に約2時 間の無効期 間を
作 る事 に なる.も しこの無効期 間をな くす事 が
出来 れば更 に よい治療効果 を期待 出来 るのでは
ないか と思 はれ るが,そ の手段 としては,
1)1回 の投与 量を多 くする.
2)頻 回(4時 間毎)の 投与 を行 う.
3)吸 収,排 泄 を遅延 させ る.・
の三つ が考 えられ る.こ の うち1)及 び2)
は,投 与 法 こそ異 なれ投与 量の増加 する事 には
変 りはな く,1日400mgの 投与 で もかな りの
高率 に あるFuradantinの副作用を更 に増加
させ る恐 れ もあるのであ まり好 まし くない.し
か し,我 々はFuradantin腸溶錠 の尿中排泄
濃度を測定 した結果,偶 然 にもこれが消化管 よ
りの吸収 を遅 延 させ,尿 中有効濃度を比較的長
く持続 させる性質 を持 つ 事 を 知つた。即 ち,
Furadantin腸溶錠100mgを 健康 成人4人 に
投与 した場合 の尿 中排泄濃 度は(図1,D)に
示す如 くで,尿 中排泄速度 は比較 的遅延 し,最




度 と比較 す ると(図1)に 見る如 く,最 高濃度
は低 いが6時 間 目の尿中排泄濃 度は腸溶錠 の方
が他のullcoatedtabletの場合 よ り高い値 を
示 してい る.
Furadantin腸溶錠 を投与 した場合,吸 収,
排泄の遅延す る理 由は 明確では な い が,恐 ら
く,投 与 され てか ら小腸で吸収 のは じまるまで
の 時間差,及 び,coatingの溶 解が一様でない
事等 によるのでは ないか と思はれ る。 しか し,
いずれ にせ よ投与量や投与回数 を増す事な しに
尿 中有効濃度が延長す るので あるか ら,こ れは
Fllradantin腸溶 錠の特性の一つに挙げ られ て
よい と思、う.
以上の様な腸溶錠 の特性 か ら見 て,臨 床成績
も当然uncoatedtabletの場合 よりよいので
は ないか と予想 され るのでは あるが,実 際 の臨
床成績 では,前 報のuncoatedtabletを使 用
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した もの47例の著 効12(26%),有効19(40%)
計66%に比 し,腸 溶錠の著効3(12%),有 効
12(48%),計60%はむ しろ低 い値 を示 してい
る.し か し,末 だ例数が少 な く,又,疾 患の種
類,検 出菌 の種類等 にも少 なか らぬ 相 違 が あ
り,こ れだけの治療成績のみで両者の効果の優
劣を判定す る事は出来 ないが,両 者共 ほぼ似か
よつた成績であ るとは云 い うる.
副作用 に関 しては前 報 で も 述 べ た 如 く,
Furadantin(uncoatedtablet)投与中,最
も多 く見 られ る副作用は胃障碍 で,多 い場合 は
33%(Carroll&Brennan,1954)少ない場
合 でも16%(Kaplan&Hobgood,1954)に
胃部不快感,食 思不振,又 は悪心,嘔 吐 を示 し
ている.
Furadantin腸溶錠は 胃内での溶 解,吸 収 を
阻止す る事 によつて 胃障碍を減 少 させる 目的で
作 られた も の で,Haseneta1.(1954)は
Furadalltinによる尿路感染症 の治験100例中の
約1/4に悪心を主訴 とす る副作用が見 られたが
,腸 溶錠を用いた8例 に於ては何 ら副作用を認
め なか つた と報告 してい る.
我 々の経 験では,uncoatdtabletを用いた
場合,47例中7例(19%)に 胃障碍を認め,中
1例は頭 痛,耳 鳴,悪 心,嘔 吐 を訴 え投与 を中
断せねぽな らぬ程 であつ たが,腸 溶錠 を用 いた
25例では3例(12%)に 食思不振又は 胃部不快
感を認めたのみで,し か もこれ らはいつれ も軽
度の もので,uncoatedtabletの場合 と比較




時 の尿 中排泄濃度を測定 し比較検討 した結果,
腸溶錠100mg投 与の場 合は尿中排泄 速度は遅
いが,投 与後約8時 間有苅濃 度を保持 し,吸 収
が早 く短時間 で排泄 されて し ま うuncoated
tabletより臨床上 有利 な性質 を有 している.
2)25例の各種尿路 感染 症 に対 し腸溶錠400
mg/日 平均7日 間の治療 を行 つた結 果,著 効
3例,有 効12例,無 効10例で,25例中15例(60
%)に 治 療効 果を認めた.
3)25例 中3例(1296)に 食思不振や 胃 部
不快感 を主訴 とする副作用が見 られ たが,こ れ
らはいずれ も軽度の もの でuncoatedtablet
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